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４
月
18
日
・
19
日
に
18
集
落
・
15

会
場
で
組
合
員
65
名
に
出
席
い
た
だ

き
、
集
落
常
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
縮
小

開
催
や
開
催
見
送
り
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
の
組
合
員
意
見
を
頂

き
な
が
ら
事
業
運
営
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
通
常
開
催
を
再

開
で
き
ま
し
た
。

　

集
落
常
会
で
は
予
め
配
布
し
た
資

料
の
他
、
昨
年
11
月
開
催
の
臨
時
総

会
以
降
の
農
協
事
業
運
営
に
つ
い
て

各
役
員
か
ら
説
明
、
組
合
員
か
ら
65

項
目
の
質
問
や
意
見
・
要
望
等
を
頂

き
ま
し
た
。

（
紙
面
に
て
意
見
等
と
回
答
の
一
部

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
）

【
管
理
・
総
務
等
に
関
し
て
】

・

基
本
協
定
書
（
案
）
で
酪
農
組
合

５
戸
の
う
ち
、
３
戸
は
す
る
、
２

戸
は
し
な
い
、
酪
農
組
合
は
納
得

し
て
や
っ
て
い
る
の
か
。
３
戸
や

っ
て
２
戸
は
や
っ
て
な
い
。
２
戸

は
ほ
っ
た
ら
か
し
て
い
い
の
か
。

➡

新
酪
農
事
業
に
は
個
々
の
判
断
を

尊
重
し
、
現
時
点
で
は
酪
農
家
５

戸
の
内
３
戸
が
参
画
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
基
本
協
定
を
実

現
す
る
た
め
の
特
別
委
員
会
（
基

本
協
定
特
別
委
員
会
）
で
は
、
酪

農
家
全
５
戸
が
参
集
対
象
と
し
て

協
議
・
検
討
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。

・

何
で
三
者
協
定
な
の
か
。
酪
農
組

合
は
関
係
あ
る
の
か
。

➡
基
本
協
定
書
（
案
）
の
第
一
条
で

は
、
酪
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
た

地
域
産
業
を
興
し
、
下
郷
を
豊
か

な
地
域
に
再
生
し
て
い
く
事
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
耶

馬
溪
酪
農
組
合
を
含
め
た
三
者
協

定
を
「
第
一
次
協
定
書
」
と
位
置

づ
け
、
酪
農
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

よ
り
総
合
的
な
「
協
定
書
」
が
将

来
、
締
結
さ
れ
る
事
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

・

基
本
協
定
書
に
糞
尿
処
理
の
こ
と

が
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
堆
肥
を
作
り

地
域
循
環
型
農
業
の
構
築
を
行
っ

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
。

➡

取
り
組
み
は
当
然
行
う
も
の
と
し

て
具
体
的
記
載
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
循
環
型
農
業
の
構
築
に
つ
い

て
は
書
き
足
す
こ
と
に
し
ま
す
。

・

基
本
協
定
書
の
第
四
条
で
「
こ
の

世
に
存
在
し
な
い
よ
う
な
人
間
的

な
産
直
関
係
」
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

➡

農
家
と
農
協
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

が
互
い
に
経
営
的
な
こ
と
も
含
め

す
べ
て
を
公
開
し
て
、
ど
こ
か
一

部
だ
け
が
得
を
し
た
り
損
を
し
な

い
よ
う
な
関
係
を
構
築
す
る
事
で

す
。

・

赤
字
に
な
っ
て
い
る
部
門
の
整
理

と
あ
る
が
、
理
事
会
だ
け
で
切
り

捨
て
す
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
。

➡

引
き
続
き
組
合
員
へ
の
説
明
と
理

解
醸
成
に
努
め
、
農
協
事
業
が
前

進
す
る
様
理
事
会
で
議
論
を
深
め

ま
す
。

・

産
直
と
か
他
の
部
署
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

➡

収
益
部
門
の
更
な
る
経
営
改
善
と

併
せ
、
収
益
を
生
ま
な
い
産
直

（
運
送
）
等
の
赤
字
解
消
や
赤
字

圧
縮
に
向
け
改
善
策
を
講
じ
ま
す
。

・

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
ば
か
り
言
っ
て

い
る
が
、
農
協
は
ど
う
し
た
い
の

か
、
農
協
は
農
協
で
努
力
し
て
い

る
の
か
。

➡

昨
年
11
月
の
臨
時
総
会
を
期
に
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ら
２
名
の
方
が

下
郷
農
協
理
事
会
（
理
事
定
数
９

名
）
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
新

た
な
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
声
を
広

く
農
協
事
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め

理
事
補
佐
制
度
（
最
大
20
名
）
も

創
設
し
、
現
在
４
名
の
方
が
理
事

会
に
出
席
頂
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
下
郷
農
協
と
し

て
の
理
事
会
方
針
を
明
確
化
し
事

業
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

・

そ
も
そ
も
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
こ

こ
ま
で
下
郷
農
協
に
肩
入
れ
す
る

の
は
な
ぜ
。

➡

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
今
ま
で
組
合

員
が
欲
し
い
も
の
を
生
産
者
に
お

願
い
を
し
て
作
っ
て
も
ら
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
て

も
っ
と
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
思
い
が
あ
り
、
こ
こ
下
郷
農

協
で
そ
れ
が
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
酪
農
は
そ
の
う
ち
の
一

つ
で
す
。

・

昨
年
11
月
の
臨
時
総
会
は
出
席
者

率
70
％
だ
が
、
通
常
の
出
席
者
率

は
ど
の
位
か
。

➡

コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
６
月

通
常
総
会
で
は
、
議
決
権
・
委
任

含
め
68
・
２
％
の
出
席
者
率
で
し

た
。

新
体
制
の
な
か
集
落
常
会
を
開
催
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18集落で65名の組合員が出席して開催された一斉集落常会

【
購
買
部
に
関
し
て
】

・
ふ
れ
あ
い
の
店
の
冠
地
ど
り
は
価

格
が
高
い
。

➡
基
準
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
飼
料

に
も
こ
だ
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取

得
の
冠
地
ど
り
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
基
準
だ
と
高
い
が
、
地
鶏
だ
と

高
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
毎
週
木

曜
日
が
「
鶏
肉
の
日
」
（
10
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）
で
す
の
で
、
ご
利
用
・
ご

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
指
導
販
売
部
に
関
し
て
】

・

観
光
農
園
的
な
事
を
や
っ
て
も
良

い
で
す
。

➡

消
費
者
と
の
交
流
と
農
協
事
業
と

し
て
の
側
面
で
観
光
農
園
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
際

は
準
備
段
階
を
含
め
組
合
員
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
販
売
し
て
く

れ
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
。
農

協
が
生
産
か
ら
販
売
ま
で
は
手
が

届
か
な
い
状
況
が
あ
る
の
で
、
販

売
を
や
っ
て
く
れ
れ
ば
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
は
プ
ロ
な
の
で
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
。

➡

牛
乳
に
続
き
、
野
菜
・
米
な
ど
も

生
産
者
所
得
価
格
の
維
持
・
安
定

化
や
、
交
流
を
通
じ
た
生
産
意
欲

向
上
等
が
図
れ
れ
ば
、
一
定
の
新

規
生
産
者
確
保
も
望
め
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
後
継
者
問
題
の
解
決

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
共
に
願

う
消
費
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

【
加
工
部
門
に
関
し
て
】

・

生
産
者
の
乳
価
を
上
げ
れ
ば
工
場

の
経
営
が
悪
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
稼
ぎ
出
す

の
で
し
ょ
う
か
。

➡

乳
価
を
値
上
げ
す
れ
ば
牛
乳
工
場

の
計
画
は
良
く
て
も
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
ゼ
ロ
く
ら
い
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
所
で
販
売
を

伸
ば
し
な
が
ら
赤
字
部
門
に
も
手

を
付
け
て
全
体
の
収
支
の
底
上
げ

を
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

・

話
の
中
で
惣
菜
工
場
に
手
を
付
け

る
と
の
事
で
し
た
が
、
食
肉
工
場

に
も
手
を
付
け
て
衛
生
基
準
を
上

げ
て
、
問
題
な
く
販
売
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

➡

食
肉
工
場
に
手
を
入
れ
る
の
は
建

物
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
か

な
り
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
惣

菜
工
場
に
手
を
入
れ
新
た
な
産
物

を
作
り
出
し
た
う
え
で
、
食
肉
工

場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
を
確

保
し
、
食
肉
事
業
は
外
注
に
出
し

た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・

惣
菜
工
場
に
手
を
付
け
る
と
の
事

で
す
が
、
惣
菜
は
基
本
的
に
水
が

足
り
て
い
な
い
こ
と
と
排
水
に
も

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
辺
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

➡

す
ぐ
に
確
認
し
て
、
検
討
し
た
う

え
で
回
答
し
ま
す
。
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「
環
境
改
善
で
乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
」

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
で
脇
坂
さ
ん
が
発
表

　

こ
の
ほ
ど
、
耶
馬
溪
酪
農
組
合
の

脇
坂
伸
彦
さ
ん
（
当
時
酪
農
組
合

長
）
は
、
東
京
で
行
わ
れ
た
一
般
社

団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
主
催
の
第

31
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
で
、

「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
（
＊
）
を
用
い
た
生

物
活
性
水
を
牛
舎
で
散
布
し
て
サ
シ

バ
エ
の
数
が
10
分
の
１
以
下
に
な
り
、

乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。
」
と
、
体
験
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
交
流
会
は
「
今
こ
そ
平
和

を
願
い
、
Ｂ
Ｍ
の
力
を
結
集
さ
せ
よ

う
～
共
生
・
循
環
・
持
続
可
能
な
農

と
暮
ら
し
の
実
現
へ
～
」
を
テ
ー
マ

に
全
国
か
ら
１
９
８
名
（
オ
ン
ラ
イ

ン
含
む
）
が
参
加
、
「
～
鉱
物
と
水

の
関
係
の
長
い
長
い
歴
史
に
つ
い
て

～
」
と
題
す
る
京
都
大
学
教
授
の
基

調
講
演
や
、
現
場
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
に

関
わ
る
方
々
が
経
験
な
ど
を
報
告
・

発
表
し
ま
し
た
。

　

脇
坂
さ
ん
は
、
「
サ
シ
バ
エ
は
牛

も
人
間
も
刺
さ
れ
る
と
注
射
針
に
刺

さ
れ
た
く
ら
い
激
痛
が
走
る
。
牛
は

い
つ
も
ハ
エ
を
追
い
払
う
た
め
に
尻

尾
を
振
り
回
し
、
振
り
回
す
こ
と
で

作
業
性
が
落
ち
、
嫌
が
っ
て
暴
れ
だ

す
牛
も
い
る
。
体
調
が
悪
く
な
り
乳

房
炎
や
感
染
症
、
白
血
病
な
ど
病
気

も
誘
発
す
る
問
題
が
あ
る
。
」
と
し

た
う
え
で
、
「
生
物
活
性
水
を
毎
日

撒
く
こ
と
で
す
っ
か
り
ハ
エ
が
い
な

く
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
毎
年
ハ
エ

捕
り
シ
ー
ト
（
１
枚
で
約
７
千
匹
捕

獲
）
を
１
０
０
枚
く
ら
い
使
っ
て
い

た
が
、
去
年
は
10
枚
く
ら
い
し
か
使

わ
な
か
っ
た
。
堆
肥
場
も
ハ
エ
が
全

然
い
な
く
な
り
、
臭
い
も
し
な
く
な

っ
た
。
」
「
感
動
し
て
11
月
か
ら
は

生
物
活
性
水
を
１
０
０
倍
希
釈
し
て

乳
牛
に
飲
ま
せ
て
い
る
。
」
と
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
は
酪
農
に
向
い
て
い
る
良

い
技
術
だ
と
思
う
と
報
告
を
結
び
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
導
入

す
る
他
の
酪
農
組
合
員
と
一
緒
に
研

鑽
を
積
ま
れ
、畜
舎
環
境
の
改
善
で

耶
馬
溪
牛
乳
の
更
な
る
乳
質
向
上
が

図
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

 （＊）ＢＭＷ技術について
　山に降った雨は落ち葉が積み重なった中を地下にしみ込み、地
中深くの岩石を通って、やがて何年、あるいは何十年後に、時には何
百年後に地表に現れます。昔から良い水を産する地域は、単に水が
すばらしいだけではなく、その場所（環境）もすばらしいものです。
　地球上の生物（植物・動物など）は、いずれバクテリアにより分
解され、炭素・窒素、ミネラルに分解され、新たな生命に供給されて
いくという大きな生態系の循環の中にあります。そして、この循環に
水が大きな役割を果たしています。このような仕組み、すなわちＢＭ
Ｗ【バクテリア・ミネラル・ウォーター】システムが生態系循環の基
礎を支えています。
　近年の科学技術の発展、大規模な農畜産業は、このような循環
社会の基礎であるＢＭＷシステムを失わせてきました。ＢＭＷシス
テム、ＢＭＷ技術は狂いの出た生態系の基礎を直すシステムです。
　ＢＭＷ技術は、自然界の循環の仕組みをモデルにした技術です。
何か特別の「もの」を用い、特定の「もの」を生み出す技術ではあり
ません。その土地の有機物を有効に活用し、「そこ」にいるバクテリ
ア（微生物）を活性化させます。そして、その技術を用いる人の工夫
次第で、さまざまな活用法が生まれ、農業をはじめ、環境浄化や暮
らしの中で実用化されています。

（一般社団法人ＢＭＷ技術協会資料より） 「ハエの数が10分の 1以下になった」
と発表する脇坂さん
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「
農
協
経
営
に
も
役
立
つ
女
性
部
活
動
を
」

農
協
女
性
部
が
総
会

　

下
郷
農
協
女
性
部
は
、
５
月
20
日

に
農
協
会
議
室
で
２
０
２
２
年
度
女

性
部
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
こ
数
年
総
会
が
開

催
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
久
し
ぶ
り

に
部
員
が
出
席
し
て
の
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
三
上
あ
け
み
部
長
か
ら
22

年
度
女
性
部
の
活
動
報
告
が
あ
り
、

手
作
り
味
噌
づ
く
り
の
取
り
組
み
や

健
康
教
室
の
開
催
な
ど
、
女
性
部
ら

し
い
活
動
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

玉
麻
農
夫
男
組
合
長
と
、
三
上
英
範

中
津
市
議
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
部
員
よ
り
活
発
な
意
見
が
だ
さ
れ
、

「
農
協
の
現
状
が
大
変
厳
し
い
中
で
、

女
性
部
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を

今
後
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
楽
し
く
た
め
に
な
る
活

動
や
、
農
協
経
営
に
少
し
で
も
役
に

立
つ
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
女
性
部
事
務
局
）

改悪されたGM食品表示　表示制度自体の廃止が狙い
　遺伝子組み換え（GM）食品の表示制度が今年４月から新制度に移行されました。
　GM表示制度には、義務表示と任意表示があり、義務表示はGM混入５％超で重量に占める
割合の高い上位３位までの原材料を表示しなければなりません。（一部商品除く）
　今回新制度に変更されたのは任意表示で、従来は対象のGM農産物が混入５％以下であれば、
食品事業者は「意図せざる混入」として「遺伝子組み換えでない」という表示が出来ましたが、
今回の要件変更は「不検出」に厳格化され、これまで遺伝子組み換えでない製品を懸命に追及
してきた事業者が「遺伝子組み換えでない」という表示が出来なくなりました。
　消費者庁は、最大５％混入しているにも関わらず「GMでない」と表示できるのは消費者に
誤解を招くからと言いますが、消費者要求（EU並みの混入0.9％以下への引き下げ）等を逆
手に、流通面からも事実上難しい「不検出」を基準にすることは、消費者がGM食品を避ける
ための情報提供の機会を奪うとともに、遺伝子組み換え表示制度そのものを廃止する狙いがあ
るのではと考えます。
　下郷農協は、安全・安心な農畜産物の生産に励む生産者とともに、それらを支持・連帯して
いただく消費者の方々と一緒に、食品表示の改正や国産飼料の自給率向上をめざします。
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７～８月の診療日について（お知らせ）７～８月の診療日について（お知らせ）
1, 担当医師
　＊酒見久哲先生（診療科目：内科・小児科・外科）･･･診察：火曜日、木曜日。
　　〈下郷診療所の管理者として津民診療所より診療に来て頂いています。〉
　＊樗木（ちしゃき）浩朗先生（診療科目：内科・循環器科・小児科）･･･診察：水曜日。
　　〈槻木診療所より診療に来て頂いています。〉
　＊内尾伸行先生（診療科目：整形外科）‥･
　　㊟土曜日は全て休診とさせていただきます。
　　〈内尾整形外科医院より診療に来て頂いています。〉
2, 診療時間
　＊火曜日～木曜日：8:30～（受付）、診療：9:00～12:00、13:00～17:00
　＊金曜日：8:30～（受付）、診療：9:00～12:00　午後は休診となります。

7 月・ 8月のコロナワクチン接種は、毎週火曜日15：00～15：30となります。（盆休除く）
一般診療をご利用の方は、14：45～15：30は受診をお控え頂くようお願いします。

下郷
診療所

〈2023年7月の診療日〉 〈2023年8月の診療日〉

「医療情報・システム基盤整備体制充実加算」について
　下郷診療所はオンライン資格確認について下記の整備を行っております。
◆オンライン資格確認（マイナンバーカードの保険証利用）を行う体制を有しています。
◆薬剤情報・特定健診情報、その他必要な情報を取得・活用して診療を行います。
　上記の体制が整い、2023年 5 月 9 日より健康保険法の診療報酬算定に基づき、医療情報・
システム基盤整備体制充実加算を算定します。
初診時◆マイナンバーによるオンライン資格確認を行ったが、診療情報の取得に
　　　　　同意しない場合　⇒　 6点
　　　　◆健康保険証による資格確認を行った場合　⇒　 6点
再診時◆マイナンバーによるオンライン資格確認を行ったが、診療情報の取得に
　　　　　同意しない場合　⇒　 2点
　　　　◆健康保険証による資格確認を行った場合　⇒　 2点
下郷診療所は診療情報を取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めています。

＊お問合わせ等は下郷診療所（℡56-2361）まで

診察：毎週金曜日
　　　（午前中）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日
休診

2日 3日 4日 5日 6日 7日午前 8日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

9日 10日 11日 12日 13日 14日午前 15日
　 休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

16日 17日 18日 19日 20日 21日午前 22日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

25日 26日 27日 28日午前 29日
酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日 2日 3日 4日午前 5日

酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 休診 休診

13日 14日 15日 16日 17日 18日午前 19日
休診 休診 休診 酒見先生 内尾先生 休診

20日 21日 22日 23日 24日 25日午前 26日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

27日 28日 29日 30日 31日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生30日 31日

23日 24日
休診

休診
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☆お盆期間中の営業のご案内☆
8月10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日
木 金 土 日 月 火 水 木

ふれあいの店 営業
8:30～18:30

大売り出し
8:30～17:00

大売り出し
8:30～17:00

大売り出し
8:30～12:00

休業 休業 休業 10:00開店
～18:30

信 連 窓 口 9:00～11:30
13:30～15:00 休業 休業 休業 9:00～11:30

13:30～15:00
9:00～11:30
13:30～15:00

9:00～11:30
13:30～15:00

9:00～11:30
13:30～15:00

Ａ Ｔ Ｍ 8:45～19:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 8:45～19:00 8:45～19:00 8:45～19:00 8:45～19:00

野 菜 受 取 8:00～10:00 8:00～10:00 9:00～10:00 9:00～10:00 8:00～10:00 8:00～10:00 8:00～10:00 8:00～10:00

産 直 配 送 通常 通常 中津・大分便 中津・大分便 中津・大分便 中津・大分便 中津・大分便 通常

診 療 所 通常
9:00～17:00

休診 休診 休診 休診 休診 休診 通常
9:00～17:00

特約店・末廣石油店 営業
7:00～18:00

休業 営業
7:00～18:00

休業 休業 休業 営業
7:00～18:00

営業
7:00～18:00

《お問合せ先》・購買ふれあいの店（直通）：56-2225　・JA大分信連下郷出張所　：56-3010　
　　　　　　　・指導販売部（野菜受付等）：56-2630　・企画部（お客様センター）：56-2888　
　　　　　　　・下郷診療所　　　　　　　：56-2361　・デイサービス元気村（56-2385）　：別途、ご利用者様へ直接ご案内いたします。
　　　　　　　・特約店・末廣石油店　　　：56-2496　＊農協本所（56-2222）：一部業務を除き8/11～16休業
　　　　　　　※末廣石油店では、日頃のご愛顧に感謝してご来店の皆様へ粗品進呈中！（期間・数量限定）

月・日（曜日）
部門等

『穀物水分計』の検定について
　穀物水分計の検定を実施しますので、受験希望の方は指導販売部（鷹崎）まで、穀物水分計の
持ち込みをお願いします。
・対象銘柄（メーカー）：ケット・サタケ・静岡製機
　㊟サタケ・静岡製機は対象形式以外点検・修理不可のため、予めお問合せください。
・穀物水分計持込締切日：8月24日（木）まで
・検定後の受け渡し日：9月7日（木）以降（指導販売部で受け渡し）
・検定料金：2,160円（税別・期間内検定分）
＊但し、送料・交換部品代・オーバーホール代等は別途請求となります。
◉お問合せ：下郷農協　指導販売部　担当　鷹崎まで（℡56-2630）

信連下郷出張所からのお知らせ
・営業時間変更について
　9:00～11:30、13:30～15:00（11:30～13:30休業）
・コメント入力について
　当会以外のJAの貯金通帳を下郷出張所窓口でご使用の場合は備考欄にご記入いただいたコメント
は入力できません。

・詳しくは、店頭掲示をご覧ください。
JA大分信連下郷出張所（TEL56-3010）
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購
買
ふ
れ
あ
い
の
店

ふ
る
さ
と
の
味
覚
を
全
国
へ

「
郷
の
め
ぐ
み 

夏
ギ
フ
ト
２
０
２
３
」

　

農
家
・
組
合
員
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
農
畜
産
物
の
加
工
品
ギ
フ
ト

「
郷
の
め
ぐ
み
夏
ギ
フ
ト
２
０
２

３
」
の
商
品
取
扱
い
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
郷
の
め
ぐ

み
」
で
ふ
る
さ
と
耶
馬
溪
の
味
覚
を

親
し
い
方
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ

贈
り
ま
せ
ん
か
。
カ
タ
ロ
グ
掲
載
の

価
格
は
全
て
送
料
・
税
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

『
土
用
の
丑
の
日
』

　

ウ
ナ
ギ
蒲
焼
の
予
約
受
付
中
！

　

詳
し
く
は
店
頭
で
。

＊
中
津
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

取
扱
中

＊
ポ
イ
ン
ト
が
２
倍
に
な
る

「
お
誕
生
日
は
下
郷
農
協
へ

行
こ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

実
施
中
‼

＊お盆用の盆提灯・盛りかごの取扱を行っていま
す。その他、ご返礼品として「耶馬溪素麺・
耶馬溪乾饂飩（うどん）・有精卵スープ・みそ
汁」など農協商品の詰合せをご用意いたします。
お気軽に店員にご相談ください。

盛りかご　一個　１万円・２万円（税別価格）
　　　　　（配達範囲:中津市内）
※盆提灯・盛り籠についての問い合わせは、購
買部・越尾までお願いいたします。

『お盆用品承り中』

台風への
備えは

万全です
か？

　６月６日、農協本所会議室で農協全職員
が参加して「2023年度共済・ギフト推進大
会」を開催しました。
　大会では玉麻組合長が、自身の経験も含
め組合員への共済保障の必要性について挨
拶、続いて３ヵ年普及活動計画の中間年度
として、昨年度に引き続き若年層に向けた
アプローチや、日帰り入院からまとまった
一時金が受け取れる「新医療共済メディフ
ル」、昨年度発売された「認知症共済」に
加え、農業者の不安解消に向けた「農業賠
償共済」などを中心に広く保障提案するこ
とを重点取組みと位置づけた2023年度の推
進方針や改正監督指針に基づく推進対応等
について確認、労組委員長の原口職員（牛
乳加工部）の発声でがんばろう三唱を行い
ました。
　今年度も組合員へ「ひと・いえ・くるま・
農業」の総合保障をご提供いたしますので、
宜しくお願いいたします。

組合員へ
必要な総合保障提供を
共済・ギフト推進大会

みんなで目標達成に向け「ガンバロー」
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理事会だより
 2023年４月26日に第１回定例理事会、５月29日に第２回定例理事会を開催しましたので、議案および
協議内容の一部概要をお知らせします。

【第1回定例理事会】
提出議案：①理事補佐（理事補）選任の件
     ②活動報告承認の件
     ③酪農団地の建設について 
     ④耶馬溪酪農組合「要望書」の

取扱いについて
     ⑤定款の一部変更について 
     ⑥理事に対する貸付について 
     ⑦2023年度購買供給品手数料の

設定について
     ⑧2023年度販売手数料の設定に

ついて   
     ⑨その他の報告事項

【第2回定例理事会】
提出議案：①理事補佐（理事補）選任の件
     ②活動報告承認の件
     ③基本協定書（案）の一部修正について
     ④デイサービス事業の廃止について
     ⑤第75回通常総会議案（役員報酬）について
     ⑥役員賠償責任保険の加入について
     ⑦コンプライアンス・プログラムおよびコンプ

ライアンス・マニュアルの承認について
     ⑧「2023年度不祥事未然防止のための行動

計画」策定および2022年度取り組み結果
（概要）について

     ⑨その他の報告事項

 第1回定例理事会では、酪農場の建設計画について、第4回基本協定を実現する特別委員会（基本協定特
別委員会）の議事録等を参照し、酪農場の建設計画について確認しました。
 耶馬溪酪農組合「要望書」の取扱いについては、前回理事会の協議内容も踏まえた2回目の乳価協議で、
酪農組合の乳価要望に沿った内容で大筋合意に至り、双方で合意書を締結することが承認されました。

 第2回定例理事会では、基本協定書（案）の一部修正について4月18・19日の集落常会の組合員意見
も踏まえ、より良いものにするため一部追記し通常総会に付議する事で承認されました。
 デイサービス事業の廃止については、これまでの協議経過や集落常会以降に事業を継続するために協力
を申し出て下さった組合員の方からのご努力の結果報告を踏まえ、最終的に事業の廃止を理事会決定し、
利用者やご家族の皆さんに事情説明しご理解を頂く事としました。

執行部と直接意見交換を行った連絡員懇話会

　

今
回
の
懇
話
会
は
、
各
集
落

を
取
り
纏
め
て
頂
い
て
い
る
連

絡
員
を
中
心
に
、
新
体
制
発
足

以
降
の
農
協
事
業
の
取
り
組
み

内
容
を
広
く
知
っ
て
頂
き
な
が

ら
、
組
合
員
の
意
見
等
を
今
後

の
農
協
運
営
に
活
か
そ

う
と
、
通
常
総
会
開
催

を
一
ヶ
月
前
に
控
え
た

な
か
で
、
最
新
の
決
算

状
況
や
事
業
の
取
り
組

み
内
容
、
事
業
計
画
を

は
じ
め
様
々
な
視
点
か

ら
、
組
合
長
・
専
務
・

参
事
を
交
え
て
意
見
交

換
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
連
絡
員

か
ら
は
「
老
朽
化
し
た

施
設
整
備
を
含
め
、
新

た
な
下
郷
農
協
と
し
て

出
発
す
べ
き
」
な
ど
多

く
の
ご
意
見
を
頂
き
、

農
協
の
執
行
部
と
し
て

考
え
を
参
加
者
と
共
有

す
る
有
意
義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。（

越
尾
）

　

5
月
25
日
、
昼
夜
の
2
回
に

分
け
農
協
本
所
会
議
室
で
『
第

一
回

連
絡
員
懇
話
会
』
が
、
各

集
落
連
絡
員
や
集
落
常
会
未
開

催
地
区
の
組
合
員
11
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回 

連
絡
員
懇
話
会
を
開
催

新
体
制
で
初
の
試
み
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テ
の
カ
ギ

２　

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
も
い
い
ま
す

５　

法
や
ル
ー
ル
な
ど
に
背
く
こ
と

７　

イ
タ
リ
ア
の
１
つ
前
の
通
貨
単
位

８　

「
あ
か
つ
き
」
や
「
白
鳳
」
な
ど
の
品
種

が
あ
り
ま
す

９　

日
暮
れ
頃
に
ザ
ー
ッ
と
降
り
ま
す

11　

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
本
拠
地
は
東
京

—
—

で
す

12　

植
物
に
水
や
り
を
す
る
と
き
に
使
う
道
具

14　

陰
（
い
ん
）
の
反
対
語

15　

毎
度
、
バ
カ
バ
カ
し
い
お
笑
い
を—

—
—

16　

紙
幣
や
貨
幣
を
入
れ
ま
す

17　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
Ｆ
Ｒ
Ｉ
」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も

ヨコのカギ
１ 京都の五山送り火で、最もよく知られた形
の送り火

２ エビネもカトレアもこの花の仲間
３ 肥料の３要素の１つ。元素記号はK
４ どのドレッシングで食べようかな
６ 骨切りをする細長い魚
９ イタリアの現在の通貨単位
10 山の頂上と麓の間
11 一緒に暮らしています
13 突破して決勝に進みます
14 夕空に輝く——の明星
16 歌謡曲で一番盛り上がる部分のこと

パ
ズ
ル
？ 

頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
～
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

数
独
（
す
う
ど
く
）

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

Ｑ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「ミズスマシ」

10

出
題
●
ニ
コ
リ

出
題
●
ニ
コ
リ

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①

空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま

で
の
数
字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②

タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９

列
）
、
太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の

ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ
ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い
ず
れ
に
も

１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ

入
り
ま
す
。

7 2 9 5 8 6
1 3 4

4 9 1 3
7 8 9 2 5

2 5 7
6 3 7 4 1

1 4 5 3
3 1 6

5 4 3 2 9 8

3 7 2 9 4 5 8 1 6
8 1 6 2 3 7 5 4 9
4 9 5 6 8 1 3 2 7
1 4 7 8 6 9 2 3 5
9 2 8 1 5 3 6 7 4
6 5 3 7 2 4 1 9 8
2 8 1 4 9 6 7 5 3
7 3 9 5 1 8 4 6 2
5 6 4 3 7 2 9 8 1

例
題

［
例
題
の
答
え
］

［考え方］
　タテ列やヨコ列、3×3マスの各ブロッ
クで、同じ数字が重複しないように数字を
入れていくパズルです。計算は不要ですよ。
例題で解き方を覚えましょう。右下のブロ
ックには、まだ２が入っていないので、４
つある空きマスのどれかが２になるはず。
同じタテ列やヨコ列に２がない空きマスは、
６のすぐ右のマスしかないので、２の入る
場所はここだと決められます。このように、
確実に数字が決められる場所を、注意深く
根気強く探していきましょう。

1 5

D

8 12 17

6 13 15

E
2 11

9

B
3 7 16

4

A

14

10

C

6 4
3 1 2

1 7
1 6

7 5 2
3 4

1 2
6 9 3

8 5

1 7

E

12 14 17 21

2 15

B
3 13

8 10

D

18

4 11 19 22

5

A

9 16

6 20

C

ゲ
ス
ト

ナ
ミ
ダ

シ
ン
チ
ク

レ
イ

プ

レ
シ
ー
ブ

ボ

ナ
マ
コ

ツ

ウ
オ
ツ
チ

レ

ヨ
カ

ス
パ
イ
ス

ミ
ズ
ギ

イ
ン
シ

「
訂
正
と
お
詫
び
」

　

先
月
号
の
出
題
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
考
え
方
の
例
題
を
出
題
し
て
い
ま
し
た
。
）

　

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


